
前に二足jL･行の訓緋がほどこしてある｡これらのjS･行と

ヒト及びイヌの非行について耶=7;･らが枕黙した紡RLとな

比校榔寸した｡

fnr<mの二足渉行には珊ないし生三枯枝式によると.lilわ
れるiYミグtt.･が認められる｡=･ホソザルの･)Jj行は窮氾-Jj向分

力が一昨性であることが多く渉[3..11が大きい.これらは一

見ヒトの先行に似ており,)ト足で安定して立つことのな
いせわしい)S･きソjな7Tlしている.クモザルとチソバソジ

ーはヒト･)B行と同じ=咋性の垂直分力を持つが,後方へ

のけり山し分力は多略性で,なめらかな運動を示さな

い｡これらのIY主脚 土二足ないし一足による体の支持の動

rrtJ溌延牡とrT)口述し.祁ないし生活様式の差による安定性

への適応のiiY':な示すと考えられる.ただし3頭のニホソ

ザルには個体差がかなりみられる.今紋同一郡における

ジ三助個体数を増すことと,旬の数を和すことが必変であ

る｡

四足歩行においては柘四が折柄したごとくfRF<折は他

の四足秋とは前後肢の荷_Fi分1lJ-がblらなるo三分力ともに

前肢より後肢が大きいo前校-1)'向分力において前波は主

に制動をなし,枚版は主にけり出しの力を出している.

これらはEU<折の前校肢の械憎分化が進んでいることを

示すと考えられるo

霊長類下肢骨格筋の筋線維構成に関する研究1)

描 口m一郎 (昭和大 ･医)

屈長持上肢骨格筋の筋線維構成に関する研究l)

公木壮太郎 (同 上)

サルの骨格Jmの机軌耶伐をヒトのそれと比較検討する
ために,カニクイザルのr<rJ]転M,銃工筋,紬J汎 上腕

二頭筋,駒川乳突筋及び伯爪肪各10側の筋腹統怖両につ

いて,机軌耶成比.筋締総数及び筋緑維径を調べた｡

Wr両における筋線維と排台約校との両駅比を見ると,

筋線維比は81.20/.(舶STi孔次肪)から750/Q(縫工筋,蒋

筋)の関にあり.これを脱FI筋についてのヒトの観察例

と比校すると,その爪鵡川 (18-19才.20才代)よりも

低い｡

梯Wr両における筋馴 作総数は的禿例小.上腕二gL筋

(平均 :103,009)が攻も多く,他は32,OW～33,000(駒
銑乳突筋,腹厄筋,長内転J筋.苅肪)からそれ以下であ

る.而して,各所についてその涙苅偶と放伐伯の比から

見た変異の巾は上腕二頭筋が最も大である｡また.ヒト

の対応する筋と比較すると各筋共ヒトよりもgT･るしく少

なく,サ′レの平均値はヒトのそれよりも腹位肪及び上腕

二頭筋では1/2,駒跳乳突筋では1/3,長内転筋では1/0,統
二筋では1/Oであり,下肢でその差が大なる即が認められ

る｡

lrnm2中の筋線維数をヒトの対応する筋と比校すると,

各筋非1mm2小の肪緑tlf三次はサルの-))-が大であり,比探

した筋の小でF<内聡JV汲 び抗二筋では上腕二流筋及び舶

跳乳突先別こくらべてヒトとの凸が;7Yるしく大である｡

筋線維の閉校なヒトの対応筋と比校するに.上腕二田

筋では各々28F▲TJIL校で鴨々相称しいが.約m乳突肪及び

共内転筋ではサルのJJ'がヒトよりも小であり,抑 こ校歌

ではその誰がラ守るしい｡また,収前節についてもヒトの

)rli盛糊(20才代)のそれよりもサルの方が小である｡

以上密約するにサルの骨格跡 土一般にヒトにおけるよ

りも節介机扱成分が多く令まれるが.肪緑t.ff_pこついては

ヒトよりも噺mrlTの総数は少なくて 1mm2fflの肪緑紙数

は多くかつ肪緑州.掛 土中であり.この仰向は抑こ下肢筋

で要るしいと云う叫ができる｡

設定課題 3.霊長類の生理的適応に関する研究

霊長類の発汗械能に粥する比較生理学的研究2)

中山昭雄 (名大 ･医)9)

掘 菅朗 (絹本大 ･体質医研)

只木英子 (金城学院大 ･家政)

原田温子 (絹本大 ･体Ti医研)

この研究はm和481F･5月,7月,8月に日本ザル3匹

(榊奇12,78,78old)とカニクイザル1匹について行

なった｡

1)同研究却 ま共同して研究し,一つの報告円にまとめ

た｡

2).rt介符ジ王(Enr<研)･鈴木TE利 (名大 ･医)･四FB晃
(田立所出訳)との共同研究.

3)現在の所属 :阪大 ･医

1) 日本ザルの苑汀について

一般体表面の花押･は虫阻40℃においてもほとんど増加

しない.しかし皮Tq (帆 汎 大腿)を局所的に加温す
ると,皮研阻38●C以上で2-3分の河畔で汗油が出現す

るのな和P]･前lji法で認めた｡

手準両は室温29●Cでも発汗している.この発汗は下肢

に加えたTE気刺激によっては増加しなかったが,室弧を

上昇させると,それに比例して増加した｡しかしこのと

き手掌皮膚温も上昇した｡

2) 視床下部加温冷却の効果

あらかじめ3本の熱極を視床前野田城に恨性的に抑込

んだサルについて,壷阻17,26,31●Cにおいて視床下部

を加温冷却し,代謝と皮横取変化を祝祭した.一秒 こ加
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弧の効果は弱く,発汗の発現も見ない｡室温16oCでは冷

却によって代謝の増加が明らかに認められ,室温31oCで

は足の皮18弧の低下が祝祭された｡

3) ブロスタグラソディソElによる発熱

ウサギと比較すると,チフス混合ワクチソ静江による

発熱はElホザルでは曜徴である.最近ブロスタグラソデ

イソElが発熱の般終物質ではないかといわれているoそ
こで日本ザルとカニクイザルの第3脳室にあらかじめカ

ニ1-レな抑入しておき.ブロスタグラソディソEl(25

-2∝)/1g)な徴立江入したところ,短い潜時で,ウサギ

とほぼ同じような発熱を示した.

アカゲザル,カニクイザルの heatresponse,

及び夫等のheatadaptivcchangel=ついて1)

大原 孝吉 (名市大 ･医)

アカゲザル3匹,カニクイザル2匹について.38●C,

R.H.40%の恒温室内で1時間の heatexposureを1日
11乱 逆統14日間に亘って行ない heattrainingした｡

heatcxposure時の鰭生理的反応をtrainingによるheat

adLlptation成立の過程,ならびに training中止後の

dcadaptationの過料こついて追跡した.

主たる洲出JIIl日は,血披性状 (給血児ilrl(,血球数及び

Ltl血球介ilr-L.-マトクt)ット他 血災蛋白丑,血祭花解

貿濃度),心拍数,呼吸数,酸素消空モhPl(.炭酸ガス排出

丑,皮膚温,直腸温,発汗丑及び汗塩分浪庇等であるo

heatadaptationで発汗機憶に著明な劉 ヒが観怒号され

た｡即ち Ileattrainingの進むにつれて,当初極めて政

見であった発汗は漸次増大する.この発汗相加はdead･

tlPtation35日役でもなおかなり明8卿こ城田するO苑fT･機

能の trainingができた後では花押の開始とともに heat

exposureにより上昇しつつあった垣似皿は急激に下降

し,以後体温は低い levelに維持される｡この発汗は体

の各部 (頭部,顔面,前腕)で同じバクーソで消長し弘

熱性発汗としての変化性が観察された｡上記の苑fr･の

adaptation的変化は特にアカゲザルで著明であったがカ

ニクイザルでも同方向の変化が祝祭された｡これらのこ

とより上記2唖のサル煩では発汗も高温下での休氾調節

忠義を持ち,かつこの能力は training によって増範し

得るものであることが認められた｡なお汗分泌速度と汁

塩分 Na渋皮との間にはヒトにおけると同株に両者に平

行的関係のあるととが見られた｡

なお hcatexposureによる血液性状,02消把払 呼

吸,及び紹環反射の変化については脈拍数増加庇の

adaptationによる減少を除いては heatadaptationとの

間に発汗機醗程明瞭な閑迎性は祝祭できなかった｡

設定課題 4.主としてニホンザルを対象とした行動の研究

ニホンザルのオス･メス関係

0 榎本 知郎 (東海大 ･医)

ニホソザルの性行動にみられる対象の社会的な選択に

ついては.叶までオスの-JJ-にTl''･FIして,オスの俊別院位

やステークスとの閃班や,イソセスト回避の問題として

血結関係との閃迎でのみ記服されてきた｡しかし,性行

動をむける対奴の迅択は,行動の上から両性に見られる

ものと考えられる｡そこで,どのような社会的な個体間

の関係が,交尾相手の選択や性行動に対して影響を与え

ているかを明らかにするために,1972-73年の長野県志

賀高原に生息する志賀A群を対象とした5回の調査をも

とにして,オス･メス問の関係を,非交尾期において,

①血縁関係,◎グルーミソグ関係,③朝夕,那れがェサ

場に来る,あるいは去るときの近接的関係,①ェサを食

べているときの近接的閑鼠 ⑤けんかの際の保誠関係,

の5点でとらえ,これらと交尾期にみられる性的交渉型

とのrXl迎でとらえ分qTを加えた0

㍍火の枕咽は次のようであった.両性の性交渉塾は,

I)炎[1lTL明･磯珊芳明･高羽祥三 ･波部和成 (以上,
名ITl.大･医)･発倉市プ三(霊長研)との共同研究｡

全ベアの比率と比較して,①血縁凹係 (血練グルーブlJl

の組み合せ)のベアの間では,オス,メスとも相手に糾
極性を示さないか,オスが弱い班極性を示しても,メス

は軽い拒否をみせる例が多い｡◎グルーミソグ関係のベ

アでは,両性とも相手に枇極性を示さない例が多い.③

移動の際の近接的関係,①伴食Bg鼠 ⑤保孤児鼠 のベ

アでは,オスはメスに対し析桓的に働きかけるが,メスは

これを拒否する例が多い｡このように,大別するとⅠ.

①②のように,両性ともに抑制が働いてい るケース,

Ⅱ.③①⑤のように,メスにのみ抑制が働いているケー
ス,Ⅱ.両性ともに坊極的で抑制のないケースに分けら

れる.プ三際にオスの射精が見られ るのは1Itのみであっ

て,こういった個体関係が性的な活動を,とくにメスに

対して破く抑制する結栄,イソセストが回避されるもの

と思われる｡

特に大きなポピュレーション･サイズを持つ

群れの統合

･新 森 明雄 (京大 ･班)
高崎山A群は約900BTlの個体から桝成されており,近

'IdIiのニホソザルの郡れの約10倍の郡れサイズな持ってい
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